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し，重篤なる症状lζ至らず，叉続発症を認めず治癒 
を経験した。
11) 即硬レジンによる頭蓋骨形成の 1，2例

蛇名外科蛇名寿家夫 

頭蓋骨陥没骨折は日常屡々みられるが，頭蓋骨除
去後，頭蓋骨形成の必要にせまられる事が多い。即
硬レジンは入手容易，手術操作も簡単旦，組織に対
する反応も少い。
最近陳|日性陥没骨折の 1例及び前頭部陥没骨折で
骨折が左右前額聾より右眼寓に及んだものに対し即
硬レジンを使用したが良好在成績を得た 2例を報告
する。 
12) 教室に於ける脊髄腫蕩症例について

千大整形林 国春 

教室開局以来6年聞に手術によって確認し得た脊
髄腫蕩 14例につき統計的観察を試みた。
1) 脊髄腫蕩は男子lζ柏々多く発生する。
2) 脊髄腫療は青壮年K好発する。
3) 発生部位は硬膜内髄外が最も多い。
4) 腫虜種別はノイリノー'ムが圧倒的に多い。 
5) 占拠高位は胸椎部が多くを占めている。 
6) 初発症状としては広痛が最も多い。 
7) 本症の診断にミエログラフィーは不可欠であ
る。 
8) 治癒率は 80%Iζ及んでいる。
斯波;死因は凡べて合併症に依るのもか。
答;しかり，この統計には癌の転移等2次的なも
のは含まれていない。 
13) X線上嚢胞形成を見た骨疾患の数例
千大大学院平山 守
骨lζ透亮像を呈し，相似たレ線像を見た一連の
Osteodystroph抱負brosa4例を報告した。
症例 1， 19才，男性， solitary bone cyst， 
症例 2，33才， 男性， 会社員， solitary bone 
cyst， 
症例 3， 60才，女性， Fibrous dysplasia， 
症例 4， 16才，男性， Fi brous cortical defect 
の疑で， そのいづれも骨破壊吸収，線維性組織置
換，増生を主徴とし，レ線的に bonecystと名づけ
られるものである。報告は bonecystの概念につ
いて若干考察し，叉本教室昨年度から，本年 6月末
日迄の Bonetumor及び Tumourouscondition 
の外来統計を加え，骨腫蕩統計第 3報予告とした。
14) 診断或は治療上興味ある数題
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症例1. 20才男子，万古焼の工員，約2年前より
左下肢に軍縮あり，約 1カ月前より左股関節底痛破
行が増大した。レ線像i乙左坐寛骨臼部l乙透影，腸腰
椎iζ骨端核を認めた。骨生長期の生理的な Schatten
であるが，これが誘因と思われた。
症例 2. 37才男子， 鋳物工， 約2カ月前外傷な
く，仕事中右股関節広痛がおきた。レ線像で右転子
間骨折を認めた。既往歴，諸検査より，梅毒による
病的骨折と断定した。
症例 3. 11才女子， 小学生， 誘因なく 4，5日前
より右腫部痛を訴へた。レ線の結果，右腫骨骨端核
下部l乙骨破壊あり。腫骨骨端炎の診断のもと，クロ
マイとギプス固定で治癒した。原因として炎症説を
示唆する例であった。 
症例 4. 15才女子工員，右足部痛を主訴としたが 
レ線的に異常なく， 片山氏の云われる Morton氏 
病と思われた。 
教授;腫骨の骨端症に対しては，ボーリングが良
いと思う。 
15) 最近に於ける 2，3症例に就いての検討
塩谷病院整形岡野 正
第 1病例;28才の男性で，交通外傷にて左前頭部
に直径 3cm大の穿孔性挫滅創を生じ。脳質突出散
乱す。該患者の経過並びに退院後，脳液等の他覚的
観察にて前頭葉の相当度の充足性を経験し検討，報
告す。
第2症例;55才の女性，右下腹部及び鼠践部の高
度の腫脹及び広痛を主訴とする患者で， x-線検査，
細菌検査，胸部所見より，比較的に稀有なる高年令 
の恥骨結合部カリエスと診断され，検討考察を加へ 
Tこ。
第3症例;59才の女性にて，右膝部の高度の腫脹
及び疹痛(起立，歩行〉を訴へて来院し， x-線所
見病理組織学的検査，その他の諸検査で巨細胞骨肉
腫の診断のもとに大腿上端部Kて切断を施行す。該
患者に就き，その経過と共に術前に認められた著明
な好酸球増加血液像が術後著しく減少せる経過を検
討，報告す。
